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大島藤倉祭り開催 

 

社会福祉法人 藤倉学園（本部：東京都八王子市、理事長：小田康之）が伊豆七島の  

大島にて運営している大島藤倉学園が、9月 27日（日）恒例の大島藤倉祭りを開催しました。 

9 月に入り二度の台風直撃が有り、開催が心配されたなか、当日は小雨の為、室内中心での開

催となりましたが、地域の皆様、保護者の方々をお迎えし、無事開催することができました。 

大島藤倉学園の歴史を紹介する展示会場では、宮本学園長・職員が資料や写真を使って、設立

当時からの出来事などを説明し、来場者の皆さんも熱心に聞き入っていました。 

     学園長が大島藤倉学園の歴史をご案内          昔の大島藤倉学園を模型で再現 

アート作品コーナーでは、利用者の皆さんが自身の作品を丁寧に説明していました。その姿は、とて

も誇らしげで、創作活動に対する情熱を一生懸命伝えていました。 

    三原山の噴火ってこんな感じだったんだよ               新作のクジャクです 

お楽しみ会場では、大島で人気の大島牛乳さん、フランクフルト屋さん、クレープ屋さんのご出店・ 

ご協力を頂き、また職員達も焼きそば店、かき氷店、雑貨店、フジカフェよりパンケーキやプリンなどの

提供をし、来場された皆様、利用者の泯さんは楽しい一日を過ごしました。 

以 上 

当日は、来年度 社会福祉法人 藤倉学園 に就職する 3名の内定者が大島藤倉祭りにボラン

ティアとして参加しました。3名のボランティア・メンバーの大島藤倉学園、大島藤倉祭りへ参加した

印象について次ページにて紹介させて頂きます。  



大島藤倉祭り ボランティアレポート 

 

お祭り、それぞれの過ごし方 

お祭り会場の真ん中で、ボランティアのメンバーと歓談しながら焼きそばに舌鼓を打っていたとき、利用

者さんが輪の中に入ってきてくれました。 

彼女の片手には、そこで買ったというアイス。 

周りを見れば、ほかの利用者さんたちも、自由に歩き

回ったり、好きなものを見つけたり、誰かと交流を深め

たりと、それぞれ楽しんでいました。 

お祭りの終わりごろ、彼女は 1人で颯爽と会場を後

にしていきました。 

やりたいことに寄り添うような、関わる人たちの暖かな

関係が垣間見えた、大島藤倉学園での 1日でし

た。 

ボランティア参加  ニックネーム ひつじ               

一緒に過ごした楽しい時間 

 

 

自然と隣合わせの環境 

大島藤倉学園はとても広大な敷地で、キョンやリスなどの動物も日常的に見ることができるそうです。 

私たちは休憩時間を利用して、学園長と一緒に野生のキョンを探しに冒険に出ました。 

大島藤倉学園は、まるで森のなかに迷い込んで登山をしているのかと思う程、大きな敷地です。 

途中で低い鳴き声が聞こえ、学園長からキョ

ンの鳴き声だと教えていただきました。小さくて

かわいい見た目に反して低い鳴き声のギャップ

がとても印象的です。 

普段、人が多いところで過ごしていることが多

い私にとって、なかなか味わえない新鮮さがあ

り、自然の中で過ごす心地よさです(笑)。 

自然豊かな環境の中で利用者の方々がのび

のびと過ごせるのも、大島藤倉学園の魅力だ

なと思いました。 

ボランティア参加 ニックネーム かに                  キョンの足跡を発見 

 

 

 



笑顔と会話が広がるお祭り 

お祭り会場を歩いていると、利用者の方から「みてみて」というように肩をたたかれ、アート作品の 

展示ブースにある、自分の作品のところまで案内してくれました。「すごいね」・「かわいいね」と伝える

と、嬉しそうに、誇らしげに、笑って次の作品へと案内してくれました。作品を紹介するたびに見せてく

れた笑顔が、とても印象的でした。 

 会場には地域の方々や利用者の方のご家族、利用者の方々が集まり、出店を回ったり、美味し

い食べ物を楽しんだりする姿が見られました。 

会場のあちこちから会話や笑い声が聞こえ、それぞれが思

い思いにお祭りを楽しんでいました。 

 また、私たちは今回初めて大島藤倉学園を訪れたため、

休憩時間には、学園の施設内を案内していただきました。 

屋外ではレモンやみかん、ザクロなどの果樹が育てられ、 

大島の地形を生かした施設のつくりも見ることができました。  

利用者の方々が自由に過ごし、好きなことを表現できるよ

う、様々な場所や環境が作られていることを知りました。 

 お祭りと施設見学を通して、利用者の方々の日々の暮ら

しや活動の一端に触れることができた一日でした。         大島藤倉学園産 新鮮なレモン 

ボランティア参加  きじとら      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大島藤倉学園最古の建物「倉」前にて 

宮本学園長、ボランティア参加の皆さん 

 


